
 
 

 

 ○ ８月１８日（木）、レクザムホールで「いじめゼロ子どもサミ

ット2022」が行われました。 

   このサミットでは、県下の小学校５年生から中学校３年生の

70人が実行委員となって、企画運営を担ってくれました。 

 

 ○ サミット当日、実行委員の70人が６つのグループに分かれ、

11月に実施される「いじめゼロ強調月間」で、各学校でどんな

取り組みができるだろうかと提案を行いました。 

 

 ○ 情報発信グループでは、『図工・美術の力』で豊かな表現力を

発揮して、一人一人がいじめゼロについて考え、言葉とイラスト

を組み合わせて表現を工夫した「いじめゼロポスター」の図案を

作成しましたので、作品を紹介します。 

 

作品紹介 



丸亀市立東中学校 亀石 月愛さん

いじめる側でもいじめられる側でもない傍観者が変われば、い

じめは少しずつ減らせるということで、傍観者が変わってほしい

という思いを込めて、このポスターを描きました。

中央に傍観者である女の子を描き、それを止めるフレンジャー

を周りに描きました。文字は柔らかい形で書き、優しい雰囲気を

表現しています。一文字ずつグラデーションにして目立たせるよ

うに書いています。

すべての小中学生に、傍観者に対する私たちの気持ちが伝わる

ことを願ってたくさん工夫しました。

この絵は、フレンジャーがいじめをなくすために、町をパト

ロールしている様子を表現したものです。

「ともだちブルー」がいつも持っているアイテムと「いじめ

ゼロパトロール中」と書かれた旗を持っていることで、パト

ロールをしていることを強調しています。

この絵を見た人が、少しでも「いじめゼロ」への活動に興味

を持ち、勇気をもって行動に移せることを願っています。

三木町立平井小学校 上田 徹平さん



高松市立新番丁小学校 山本 亜璃愛さん

私は、人それぞれの違いを描き、「人はちが

いがあってもいい」という思いや、様々な国の

人がいじめなく、仲良くできる世界がいいとい

う思いをこめながら、このようなポスターにし

ました。

坂出市立坂出中学校 日下 絢さん

みなさんは、いじめに対してどのように感じ

ていますか？

いじめは絶対にダメということはわかってい

ても、いじめは被害者や加害者の問題だからか

かわりがないと思っている人も多いと思います。

私は、そんな傍観者という立場の方を意識し

てこのポスターをつくりました。目立つように

明るい色にして、いじめゼロのキャラクターの

フレンジャーを活用していじめゼロを訴えかけ

る迫力あるポスターにしました。

いじめは、加害者がやめればゼロになります。

しかし、他の立場の人が今後加害者となる可能

性もあります。なので、いじめを「なくす」だ

けではなく「発生させない」という願いも込め

ました。

一人一人がこのポスターを見て関心を持って

くれるといいなと思います。



高松市立新番丁小学校 ウルフ ウィンストンさん

僕は、いじめをなくし、みんなが仲良く生

活できるといいなと思いながら、このポス

ターを描きました。

鳥をハトにした理由は、ハトは平和のシン

ボルだからです。このポスターをきっかけに、

世界が平和で思いやりの心でいっぱいになる

といいなと思っています。

観音寺市立高室小学校 久保 千颯さん

私は、傍観者の目線でこのイラストを描き

ました。

理由は、傍観者が観衆のように周りではや

し立てれば、いじめはひどくなるし、傍観者

が周りの大人に言えば、いじめはなくなるの

で、傍観者の行動や勇気でいじめが続くか、

なくなるか、決まると思ったからです。

「いじめを止めよう」のメッセージを一番

大きく目立つように赤色で書き、「見て見ぬ

ふり」のメッセージを黄色でわかりやすいよ

うに書きました。思いやり戦隊フレンジャー

も、手を前に出して「STOP！」のポーズに

工夫しました。



善通寺市立竜川小学校 細川 愛珠さん

私は、いじめをなくそうということと、

思いやりの心を持つ大切さをこのポスター

に表現しました。今回のいじめゼロ子ども

サミットは、傍観者に向けての取組です。

気持ちをひとつにして、傍観者に勇気を

もって踏み出してほしいという思いも込め

ています。

そして、タイトルである「みんなそれぞ

れもっている思いやりの心」の「心」の部

分をハートで囲い、まわりにしゃぼん玉を

書き入れることで優しさを表現しました。

このポスターを見て、ひとりでも多く勇

気をもてる人が増えたらうれしいです。

高松市立玉藻中学校 森内 咲羽さん

このポスターは、いじめている加害者、

いじめられている被害者など、いじめに関

わっている全ての人の心に光を届けたいと

いう思いを込めました。

「いじめゼロ子どもサミット2022」の

テーマである「ふみだそう！すべての人に

灯火を」に合うように、いじめの現場へ向

かうフレンジャーの絵を描きました。

讃岐提灯のことを伝えるために、背景や

フレンジャーの手にオレンジ色のぼかしを

入れたこともポイントです。また、「灯

火」の文字を強調させるために炎をイメー

ジした赤から黄色のグラデーションで書き

ました。

私は、このポスターが、みんながいじめ

について考え、県内のいじめゼロに繋がる

きっかけになってほしいと思っています。


